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コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
は

問　
全
国
的
に
感
染
が
増
加
傾

向
で
あ
る
。
飲
食
店
な
ど
へ
時

短
営
業
や
カ
ラ
オ
ケ
自
粛
を
要

請
し
て
き
た
効
果
を
伺
う
。

市
長　
市
民
や
事
業
者
の
多
大

な
努
力
で
、
あ
る
程
度
感
染
者

が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の

取
り
組
み
で
は
、
広
報
ひ
ら
つ

か
な
ど
で
の
感
染
予
防
の
周

知
、
飲
食
店
な
ど
へ
の
感
染
予

防
の
注
意
喚
起
、
市
の
施
設
で

の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
、
こ

れ
ら
が
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な

が
っ
た
。

問　
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
を
伺
う
。

市
長　
医
療
従
事
者
の
接
種
に

遅
れ
が
あ
っ
た
が
、
高
齢
者
施

設
接
種
や
集
団
接
種
、
個
別
医

療
機
関
で
の
接
種
は
円
滑
に
進

ん
で
い
る
。
国
の
指
示
で
平
日

の
集
団
接
種
も
実
施
す
る
。

問　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

を
し
て
も
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
声
が
あ
る
。
個
別
接
種
の
体

制
も
十
分
で
は
な
い
部
分
も
あ

る
。
感
染
が
増
え
て
い
る
若
い

世
代
が
早
く
接
種
で
き
る
体
制

も
必
要
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

は
、
回
線
の
増
設
や
土
日
の
開

設
な
ど
の
対
策
を
と
っ
た
。
個

別
医
療
機
関
で
の
接
種
は
、
予

約
枠
が
増
加
し
加
速
で
き
て
い

る
。
若
い
世
代
の
接
種
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
感
染
予
防
、

発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
な
ど

を
主
眼
に
し
て
高
齢
者
か
ら
接

待
機
児
童
の
今
後

問　
入
所
保
留
児
童
数
減
少
へ

の
具
体
的
な
施
策
と
通
年
待
機

児
童
ゼ
ロ
へ
の
行
程
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
入
所
保

留
者
の
意
向
を
分
析
し
、
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
対
策
を
進
め
る
。

ま
た
、
利
用
者
の
動
態
を
見
極

め
、
保
育
需
要
へ
の
柔
軟
な
対

応
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年
連
続

４
月
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
委
員
会
に
問
う

問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整

備
状
況
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
わ
な
い
家
庭
へ
の
支
援

体
制
を
伺
う
。

種
を
行
い
、
年
齢
順
に
下
げ
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ご
み
収
集
業
務

問　
ひ
と
り
世
帯
や
高
齢
者
世

帯
が
増
え
、
現
在
の
収
集
方
法

は
ご
み
出
し
な
ど
の
負
担
、
路

上
の
集
積
所
の
景
観
や
安
全
面

の
問
題
、
カ
ラ
ス
の
被
害
な
ど

課
題
が
あ
る
。
昨
年
度
は
モ
デ

ル
地
区
で
戸
別
収
集
を
実
施

し
、
今
年
度
も
継
続
す
る
が
、

全
市
域
に
拡
大
し
た
場
合
は
人

員
と
車
両
台
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
民
間
委
託
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

環
境
部
長　
全
市
域
へ
可
燃
ご

み
の
戸
別
収
集
を
拡
大
す
る
に

は
、
収
集
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
段
階
的
に
全

市
域
に
拡
大
す
る
際
に
は
、
民

間
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
収
集

体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

病

児

保

育

問　
今
年
度
開
設
し
た
病
児
保

育
施
設
の
運
用
状
況
を
伺
う
。

市
長　
本
市
初
の
病
児
保
育
施

設
と
し
て
松
風
町
に
開
設
し
た

「
麦
・
も
ん
も
ん
病
児
保
育

室
」
は
、
６
月
10
日
時
点
で
１

８
６
人
の
児
童
が
登
録
さ
れ
て

お
り
、
延
べ
利
用
児
童
は
43
人

と
な
っ
て
い
る
。

問　
病
児
保
育
は
、
今
本
当
に

必
要
な
施
策
で
あ
る
。
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
病
児
保

育
を
利
用
し
た
い
人
が
き
ち
ん

と
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
周
知
を
し
、
施
設
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
な
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

大
浜
地
区
の
環
境
整
備

問　
寺
町
大
浜
線
の
防
波
堤
を

兼
ね
た
道
路
整
備
や
、
大
浜
地

区
の
下
水
道
整
備
の
取
り
組
み

と
考
え
方
を
伺
う
。

土
木
部
長　
寺
町
大
浜
線
は
、

防
潮
機
能
を
持
た
せ
る
な
ど
の

環
境
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。

下
水
道
整
備
は
、
道
路
の
位
置

が
公
図
と
整
合
し
て
い
な
い
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
底
地
整
理

な
ど
整
備
の
た
め
に
必
要
な
用

地
の
確
保
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

学
校
教
育
部
長
　
昨
年
度
中
に

小
中
学
校
全
45
校
で
整
備
が
完

了
し
た
。
環
境
が
整
わ
な
い
家

庭
に
は
モ
バ
イ
ル
ワ
イ
フ
ァ
イ

ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出
す
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

問　
配
備
さ
れ
た
端
末
の
活
用

に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長
　
さ
ま
ざ

ま
な
活
用
を
し
て
い
る
。
教
員

の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
児
童

生
徒
へ
の
指
導
を
行
う
こ
と
で

構
想
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。

問　

英
語
教
育
は
重
要
で
あ

り
、
義
務
教
育
課
程
修
了
時
点

で
英
検
３
級
レ
ベ
ル
到
達
を
期

待
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
外
国
人
英
語

指
導
者
を
各
学
校
に
派
遣
し
、

英
語
に
触
れ
、
会
話
を
す
る
こ

と
で
英
検
３
級
相
当
の
英
語
力

が
身
に
つ
く
よ
う
努
め
る
。

問　
小
中
学
校
の
諸
設
備
に
つ

い
て
、
国
が
示
す
バ
リ
ア
フ

リ
ー
整
備
目
標
と
、
本
市
の
ト

イ
レ
洋
式
化
率
向
上
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
車
い
す

利
用
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
や
段

差
解
消
を
進
め
て
い
る
。
ト
イ

レ
の
洋
式
化
も
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
平
塚
波

力
発
電
所　

平
塚
駅
西
口
再
開

発
の
進
捗
状
況

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

湘南フォーラム
所 属 議 員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
対
策
は

よ
り
強
固
に

府
川 

正
明 

議
員

待
機
児
童
の
課
題
や
教
育
委
員
会

に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
等
を
問
う

出
村 

光 
議
員

　目の不自由な方に市議会の活動をお伝
えするため、議会だよりの内容を朗読し
た「声の議会だより」を発行しています。
また、点字版も発行しています。
　ご希望の方は議会局までご
連絡ください。

問い合わせ
議会局� ☎21-8791

声や点字の
　 議会だより

山原 栄一 議員

環境厚生
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は不採択
とすべきものと決定しました。
○議案第48号　平塚市民病院職員
定数条例の一部を改正する条例
　医療の高度化、専門化に伴
い、より多くの医療職員が必要と
される中で、医療体制をしっかり
組んでいくことが必要である。こ
の定数増によって、急性期医療の
実践や救命救急センターの強化を
進めていく考えはあるのか。
　看護師の人数を増やしてＩＣ
Ｕ加算などを得ることで収益が上
がり、より質の高い急性期医療が
提供できると考えている。また、
救急救命士を増やすことで、救急
医師の補助や、救急車に同乗して

救命を行うことが可能となり、救
急医療の質を上げていくことがで
きると考えている。そのような部
分を採用によって強化していく考
えである。　
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　予防費の新型コロナウイルス
ワクチン接種事業について、職域
接種や大規模接種会場での接種を
希望する人も出てくると思うが、
特定の人の接種券を抜き出して発
送するのは時間が掛かる作業であ
る。どのようなシステムを考えて
いるのか。
　日に日に届け出が多くなって
おり、年代別の接種券の送付を早
めることも検討しつつ準備を進め
ている。スムーズに接種が進むよ
うに検討していきたい。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第47号　平塚市の図書館の
設置及び管理等に関する条例の一
部を改正する条例
　改正案第５条に指定管理者の
指定と図書館の利用に関し、住民
の平等な利用が確保できるもので
あることとされている。この点を
どのように図っていくのか伺う。
　図書館は公の施設であるの
で、利用するにあたり、不当な差
別的な扱いをしてはならないこと
はもちろんであり、地方自治法に
も規定がされている。今後、公平
な運営を行っていくとともに、特
定の利用者や団体に有利あるいは

不利な運営をしないことを求めて
いくことを検討していく。
○議案第49号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　学校管理費の小学校運営事業
は、相模小学校の移転に伴う備品
などの購入となっている。森林環
境譲与税基金を活用して購入する
と思うが、どのような環境に配慮
した備品を購入するのか。
　環境共生モデル都市として整
備されるツインシティ大神地区土
地区画整理事業区内の小学校とい
うことで、県内産の木材で製作さ
れた天板を使用した机を導入する
予定である。地元の木材を利用し
て作った天板を通じて、子供たち
が木材の良さや利用する意義を学
ぶ機会のきっかけづくりになると
考えている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。


